
地

震

同

数

日

愛

化

の

地
震
の
誘
因
と
考
へ
ら
れ
る
現
象
に
は
、
気
堅
持
党
化
、
潮
汐
干
潟
、
リ

レ

I
地
震
等
が
あ
る
。
気
堅
持
鈍
化
が
誘
因
主
な
る
場
合
は
二
つ
あ
っ
て
、

一
つ
は
気
座
の
規
則
正
し
い
年
特
定
化
、
月
務
化
、
日
礎
化
で
あ
り
一
他
は

気
感
の
異
欣
礎
化
、
印
ち
低
気
監
の
襲
来
、
高
気
堅
の
護
連
等
で
あ
る
。

後
者
の
低
気
墜
襲
来
の
際
に
護
現
し
た
地
震
に
は
関
東
大
地
震
、
北
但
馬

強
震
等
が
あ
り
、
北
丹
後
烈
震
は
高
気
墜
の
後
遺
ー
と
同
時
に
稜
現
し
た
。

扱
北
ハ
の
中
気
摩
の
規
則
正
し
い
年
安
化
、
月
受
化
に
伴
ふ
地
震
同
教
の

年
礎
化
、
月
竣
化
に
就
て
は
地
震
掛
の
竹
花
氏
が
調
査
を
績
け
ら
れ
て
居

る
故
著
者
等
は
気
堅
の
日
受
化
に
伴
ふ
地
震
同
教
の
日
々
分
布
印
ち
日
受

ル
ル
に
就
て
調
室
し
た
。

地
震
同
教
の
日
受
化
に
就
て
は
故
大
森
博
士
共
の
他
の
調
査
が
あ
る
が

あ
一
手
り
確
然
主
し
た
結
果
が
出
て
居
左
い
。
是
は
大
小
あ
ら
ゆ
芯
地
震
を

凡
て
統
計
材
料
中
に
加
へ
で
あ
る
震
で
あ
ら
う
ん
」
思
は
れ
る
。
而
し
て
大

に

就

て

篠園

凸
口
回

信
.

原

茂

森
博
士
の
結
果
に
依
る
在
地
震
同
教
の
日
受
化
は
気
監
の
日
愛
化
・
と
全
く

一
致
し
一
日
二
同
の
最
大
在
、
二
同
の
最
小
企
が
現
は
れ
、
最
大
は
午
前

九
時
と
十
時
・
と
の
聞
及
び
午
後
九
時
さ
十
時
之
の
間
に
現
は
れ
、
最
小
は

午
前
三
時
及
び
午
後
三
時
主
に
現
は
れ
全
く
ん
筑
摩
の
日
愛
化
£
一
致
し
て

居
る
。著
者
等
は
最
近
著
し
い
進
歩
護
展
を
途
げ
た
観
測
結
果
を
用
ひ
て
再
び

地
震
同
教
の
日
礎
化
の
大
勢
を
見
ょ
う
主
試
み
た
U

共
の
結
果
が
本
報
告

で
あ
る
。

調
査
材
料
在
し
て
用
ひ
た
地
震
は
気
象
要
覧
の
無
感
費
地
震
表
か
ら
採

っ
た
。
特
に
無
感
莞
地
震
を
選
ん
だ
の
は
地
震
の
規
模
が
略
同
一
で
あ
る

主
一
疋
ふ
考
へ
に
依
っ
た
の
で
あ
る
。

但
し
と
の
中
徐
震
L
C

看
倣
さ
れ
る
も
の
は
気
墜
の
如
き
第
二
弐
的
誘
因

の
外
に
更
に
優
勢
な
潮
汐
干
潟
等
が
第
一
次
的
誘
因
左
な
る
恐
れ
が
あ
る

七
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故
凡
て
材
料
中
よ
り
除
外
す
る
事
ー
と
し
た
。

斯
く
し
て
昭
和
二
年
よ
り
昭
和
六
年
に
至
る
五
筒
年
問
先
づ
閥
東
地
方

に
起
っ
た
、
防
護
性
無
感
覚
地
震
合
計
四
千
四
百
五
十
四
同
を
気
象
要
覧

か
ら
採
っ
た
、
犬
森
博
士
の
調
歪
さ
れ
た
の
は
二
十
四
ヶ
年
に
東
京
に
観

測
さ
れ
た
二
千
四
百

O
八
同
で
あ
っ
て
著
者
等
の
調
盗
し
た
わ
づ
か
に
五

年
聞
の
四
千
四
百
五
十
四
同
に
比
し
て
'
格
段
の
差
が
あ
る
。
又
主
と
し
て

大
森
博
士
は
人
身
感
覚
に
依
る
制
測
を
基
に
さ
れ
た
に
釘
し
、
現
今
の
密

・
な
翻
測
網
に
よ
り
震
央
の
決
定
さ
れ
た
著
者
等
の
調
資
材
料
は
地
震
回
数

の
日
結
党
化
を
調
査
す
る
の
に
略
充
分
で
あ
ら
う
左
忠
ふ
。

目
疋
等
地
震
を
護
震
時
間
別
に
統
計
す
る
、
郎
ち
零
時
か
ら
一
時
迄
に
起

第一表関東地方無感覚地震表

時間 1927 1928 19~9 1930 1931 合計

。-1 24 40 40 37 4~ 183 

1-2 27 38 29 36 38 ]68 

2-3 28 45 40 句札F。-d 50 195 

3-4 '27 32 3fl 36 49 183 

4-5 25 28 34 28 42 157 

5-6 26 40 38 44 184 

6-7 39 29 28 42 172 

7-8 24 ~8 :36 :30 44 162 

8-9 27 34 33 27 47 168 

9-10 50 36 37 -43 48 214 

10-11 28 37 40 42 62 209 

11-12 35 36 28 47 54 200 

12-13 47 36 36 31 67 217 

13-14 33 36 46 39 70 224 

14-15 41 27 49 44、 72 233 

15-16 34 35 49 32 69 219 

16-17 33 43 35 40 65 216 

17-18 35 37 33 36 54 195 

18-19 30 37 32 41 46 186 

19--20 20 23 29 22 24 118 

20-21 20 24 31 30 47 152 

21-22 28 32 31 34 35 160 

22-23 22 21 35 40 43 161 

23-24 31・ 28 37 32 50 178 



一
時
か
ら
二
時
ま
で
に
起
っ
た
同
教
と
云
ふ
様
に
五
箇

っ
た
地
震
同
数
、

年
間
の
地
震
を
統
計
し
て
毎
時
間
の
同
教
を
算
出
し
第
一
表
が
得
ら
れ
た

と
れ
を
固
托
す
れ
ば
第
一
固
に
於
け
る
賓
線
で
表
は
さ
れ
た
様
に
・
な
る
。
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こ
の
岡
を
見
る
£
明
ら
か
に
一
日
二
同
の
最
大
在
最
小
・
と
を
有
す
る
半

日
週
期
の
礎
化
を
示
し
て
居
る
。

依
て
大
森
博
士
の
考
察
と
同
様
に
集
墜
愛
化
と
の
関
係
を
調
べ
て
見
た

気
墜
の
日
幾
化
に
岡
田
宮
室
長
の
欧
文
報
告

2
5色
。
。
同
匂
与
さ
中
に
あ

る
東
京
の
平
均
気
鹿
の
日
愛
化
表
を
用
ひ
た
。
と
れ
は
一
九

O
九
年
よ
り

一
九
一
八
年
に
至
る
十
年
間
の
平
均
気
犀
よ
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
u

第

表

時間 十東気70京0平mm歴均

1 59.40 
2 59.31 
3 59.23 
4 59.426 3 
5 59. 
6 59.66 
7 5C).91 
8 60.05 
9 60.10 
10 59.97 

11 59.62 
12 59.14 
13 58.71 
14 58.4S 
15 58.41 
16 58.47 
17 58.62 
18 58.90 
19 59.19 
20 59.47 
21 59.65 
22 56.67 
23 59.61 
24 59.51 

従
っ
て
地
震
の
統
計
に
用
ひ
た
も
の
左
期
間
は
遣
っ
て
ゐ
る
が
大
勢
を

見
る
た
め
に
は
差
支
な
い
故
仮
に
と
れ
と
比
較
調
益
し
て
見
た
の
で
あ
る

闘
に
於
い
て
破
線
は
前
記
日
受
化
で
あ
っ
て
矢
張
り
同
一
傾
向
を
有
す
る

が
只
地
震
同
教
の
日
愛
化
主
気
犀
の
日
愛
化
と

ω
間
に
は
三

i
四
時
間
の

位
相
差
が
あ
る
然
る
に
著
者
が
前
に
北
丹
後
裂
震
等
の
調
査
を
し
た
時
策

医
傾
皮
が
地
震
の
誘
因
と
し
て
有
力
司
な
も
の
で
あ
る
と
ん
」
を
知
っ
た
故
と

の
調
主
に
於
い
て
も
ム
筑
摩
傾
度
主
の
関
係
を
調
べ
て
見
た
。

大4
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表

時 間 平毘傾均度気

mm 

。-1 -0.11 
1-~ -0.09 
2-3 -0.08 
3-4 +0.03 
4-5 +0.17 

5-6 十0.23
6-7 -'-0.2:) 
7-8 十0叫
8-9 十0.05
9-10 -0.13 

10-11 -03，) 
11-]2 -0.48 
12.-13 -0.43 
13-14 -0.23 
14-15 -0.07 

15-16 十0.06
16-17 +0.15 
17-18 +0.28 
1.8-19 +0.29 
19-20 +0.28 

20-21 
21-22 +0.02 
22-~3 -0.06 
:33-24 -0.10 

即
ち
前
記
材
料
よ
り
毎
時
間
の
~
筑
摩
傾
度
を
算
出
し
、
筑
摩
が
上
昇
し

た
時
を
正
に
主
り
、
下
降
し
た
時
を
負
に
ξ
れ
ば
第
三
表
が
得
ら
れ
る
。

之
を
固
に
零
を
基
と
し
上
方
に
負
を
'
と
り
下
方
に
正
を
と
っ
て
挿
入
す
れ

ば
鎖
線
の
如
く
に
な
る
。
印
ち
地
震
同
教
の
日
餐
化
は
気
、
厭
一
傾
度
ー
と
全
く

一
致
し
た
ξ
云
ふ
結
果
に
な
っ
た
。
叉
少
く
ー
と
も
関
東
地
方
に
於
い
て
は

ム
筑
摩
が
上
昇
す
る
時
地
震
同
教
が
砂
く
、
ム
筑
摩
が
著
し
く
下
降
す
る
時
地

震
同
数
が
多
い
事
を
示
し
て
ゐ
る
c

之
は
気
康
一
傾
一
度
が
小
地
震
群
の
誘
因
と
し
て
如
何
に
有
力
な
る
も
の
で

あ
る
か
を
示
す
と
共
に
関
東
地
方
に
於
け
る
地
震
同
教
の
日
饗
化
の
大
勢

を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
八
年
一
月

中
央
気
象
憂
に
て


